
研 究 成 果

１．はじめに

　気候変動や環境問題への意識が高まるにつれて、
生態系から人間が受ける恩恵を意味する「生態系
サービス」という言葉を目にする機会も増えてきま
した。國井（2016）によると、生態系サービスに関
する論文数は、1990 年代後半から増加し始め、「生
態系と生物多様性の経済学（TEEB）」による報告
書が刊行された 2010 年ごろから急激に増加してい
ます。近年の生態系サービスの評価に関する動向に
ついては、2018 年度の本誌（林 , 2018）においても
紹介しているように、人々がその価値を認識するた
めの「可視化」と価値を認識して実際の行動を起こ
す「主流化」が重要であると考えられています。そ
して、生態系サービスの価値評価については、国レ
ベルでの経済指標化やマッピング、政策への導入に
関する研究が国際的に進められています。特に、生
態系サービスを政策へ活用する場合には、具体的な
サービスの供給者や受益者を把握することが重要に
なります。例えば、森林の洪水防止サービスを考え
た場合、そのサービスを享受できるのは、森林の下
流域に住んでいる住民であり、森林よりも上流域に
住んでいる住民は、それらサービスを享受すること
はできないといったことが考えられるためです。

そこで本報では、岩手県釜石市を流れる甲子川を
事例として、空間情報を考慮した生態系サービス受
益者の推計結果について紹介します。特に本研究で
は、生態系サービスのうちの、森林の洪水防止サー
ビスと水資源涵養サービスを対象としました。

２．分析の方法

本研究では、GIS を用いて標高データから河川の
流域を特定し、そこに世帯数のメッシュデータを重
ね合わせることで、甲子川の支流の流域ごとにその
下流に住む世帯数を算出しました。その際、対象と
する森林からの生態系サービスは、その森林と同じ
流域に住む世帯のみが享受できるという仮定のもと

分析します。まず、河川の流域は、甲子川河口から
分水嶺までを対象とした全流域のほか、河川本流か
ら枝分かれする支流のみの流域（小流域とする）を
求めました。次に、上で求めた流域データと国有林
及び民有林の森林簿のデータを重ね合わせ、小流域
ごとの森林面積を算出しました。最後に、各小流域
の下流に分布している世帯数を足し合わせること
で、小流域内の森林による生態系サービスの受益者
を特定し、その数を推計しました。標高データには、
国土地理院基盤地図情報ダウンロードサービスより
入手した 10m メッシュ数値標高モデル（１）、世帯数
データは、政府統計の窓口より入手した平成 27 年
度地域メッシュ統計 250m メッシュ人口データ（２）

の世帯数を利用し、調査対象地の森林データには、
林野庁及び岩手県より貸与いただいた森林簿を利用
しました。

３．生態系サービス受益世帯の分析結果

まず流域内の森林分布と世帯分布の様子を図１、
流域内の森林面積の計算結果を表１にまとめまし
た。甲子川流域は、河川上流域には黄緑で示した広
葉樹、河川沿いや山の中腹以下の部分には緑で示
した針葉樹が分布しており、比較的人間がアクセ
スしやすい場所が針葉樹の人工林として利用され
ていると考えられます。甲子川流域における森林
面積は 11,787ha であり、釜石市全体の森林面積は
39,459ha であるため（森林簿より著者集計）、釜石
市の 29.9% の森林が甲子川流域に分布しています。
また、甲子川流域の全森林における針葉樹と広葉樹
の面積割合は 50% と 47%、国有林と民有林の面積
割合は 37% と 63% であり、これらは岩手県全体の
針葉樹と広葉樹及び国有林と民有林の面積割合と同
様の傾向となっています。一方、甲子川流域の森
林率を求めると 90% となり、岩手県全体の森林率
77%（岩手県 , 2019）を大幅に上回っていることが
わかりました。つまり、全国的に森林率が高い岩手
県の中でも、甲子川流域は特に森林率が高く、流域
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内の住民が森林から多くの生態系サービスを享受し
ていることが推察されます。

受益対象となる世帯は河川沿いに分布しており、
特に甲子川の河口からおおよそ５km 以内の範囲に
集中しています（図１）。流域内に住む世帯数を計
算すると 10,645 世帯であり、これは釜石市全体の
世帯数 16,860 世帯（2015 年国勢調査）の 63.1% に
あたります。つまり、釜石市の 29.9% の森林から供
給される洪水防止や水資源涵養サービスを、市全体
の 63.1% の世帯が享受していると考えられます。

図１．甲子川流域の森林及び世帯の分布

そこで、どこの森林がどのくらいの数の受益者に
対してサービスを供給可能か分析するために、甲子
川の支流を特定し、各支流の流域（小流域）に分布
する森林による生態系サービスの受益世帯数を算出
しました。その結果、上流域にある小流域の方が下
流域のそれよりも受益世帯数が多くなるとともに、
甲子川本流の上流域では受益世帯数が多い小流域

（図２で赤色で示した小流域）が分布しているのに
対して、甲子川下流域で枝分かれする小川川の上流
域では、受益者数が中程度の小流域（図２で黄緑で
示した小流域）が多くなりました。このことから、
単に上流域だから受益者が多くなるということでは
なく、同じ流域においても、下流域における世帯分
布の違いによってサービスの受益世帯数が大きく異

なっていることが明らかとなりました。
以上のように、標高データを利用して河川の流域

を明らかにし、流域内の世帯分布と重ね合わせて分
析することで、生態系サービスの供給者である森林
に対して、どのくらいの受益者がいるのかというこ
とを明らかにすることができました。

図２．小流域に対する生態系サービス受益者数

４．おわりに

生態系サービスの維持や増進に関する政策立案を
行うためには、サービスの需要者と供給者がどのよ
うな関係にあるのかを把握することが必要です。そ
して、生態系は面的な広がりを持ち、立地や周辺環
境に大きな影響を受けており、そのような生態系か
ら供給されるサービスの分析には、今回紹介したよ
うな空間情報を考慮した分析が有益であると考えら
れます。

（１）国土地理院基盤地図情報ダウンロードサービ
スよりダウンロード

（https : // fgd .gs i . go . jp/download/mapGis .
php?tab=dem）（2019 年 11 月 12 日アクセス確認）

（２）e-Stat ホームページよりダウンロード（https://
www.e-stat.go.jp/）（2019 年 11 月 12 日アクセス確
認）
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表１．甲子川流域の森林面積
（単位：ha）

国有林 民有林 合計

人工林 針葉樹 1,090 3,787 4,877
広葉樹 84 14 98

天然林 針葉樹 905 129 1,034
広葉樹 2,184 3,320 5,504

その他 150 123 273
合計 面積 4,413 7,373 11,787

資料：森林簿をもとに著者推計
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 13



		不合格: 16







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		不合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る



